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令和3年11月13日（土）および14日（日）の2日間にわた
り第141回秋期大会が開催された。直近の新型コロナウイル
ス（COVID-19）の感染状況は落ち着きを見せていたが，「幸
せを創る」という本学会キャッチフレーズのもと，会員の感
染防止ならびに参加しやすい環境を整えるために，5月の理
事会においてオンライン開催となった。軽金属学会は本年で
創立70周年をむかえ，この記念すべき年に軽金属学会として
は初めて山梨で講演大会が開催される予定であったが，山梨
に足をお運びいただくことができず，残念な結果となった。
第141回秋期大会では ,500名の方に参加いただく中で ,205

件（口頭発表134件，ポスター発表71件）の研究発表が行わ
れた。今回で3回連続となるオンライン開催で，大きなトラ
ブルもなく無事に2日間の日程を終えることができた。アル
バイト学生が講演会場のお世話を担当（会場係）させていた
だいたが（図1），オンライン形式に慣れたこともあり，発表
に先立つマイクテストや発表資料の共有確認もスムースに行
われた。くわえてネットサーフィンのように5つの講演会場
をスムースに移動する聴講者が多く見られたように感じられ
た点が，今大会の特徴のひとつであったように感じた。
大会初日の会長挨拶では，熊井会長から軽金属学会の方針
についてご説明があった。会長自ら作成したパネルを用い
て，軽金属の「軽」にさまざまな思いを込める中で，「軽金
属」，「型金属」，「景（観）金属」から始まり「慶金属」に至
るまで，社会に対して本学会が果たすべき役割をわかりやす
く丁寧に解説いただいた（図2）。
今回の大会でも，軽金属躍進賞や軽金属奨励賞の受賞講演
を含む一般講演，ポスターセッション，男女共同参画セッ

ション，企業研究会，機器・カタログ展示，女性会員の会，
若手会員の会およびオンライン懇親会など，多くのイベント
を開催することができた。
男女共同参画セッション「企業で活躍する博士」では，70
名にも達する聴講者に参加いただく中で，澤谷 拓馬 氏（三菱
アルミニウム株式会社）ならびに竹田 聡 氏（日本軽金属株式
会社）より，これまでの経験に基づいた興味深いお話を聞か
せていただくことができた。博士課程進学の経緯や動機，博
士課程における研究活動，就職活動の心得や実態，さらには
就職後の仕事内容についても懇切丁寧なお話をいただいた。
博士課程への進学に迷っている学生さんの背中を押してくれ
ることを心から願っている。
ポスターセッションは zoomのブレークアウトルーム機能
を活用して2部制で行われた。学生の熱意あふれる発表が印
象的で，質疑応答も盛り上がり，また適宜説明資料を追加提
示するなどオンラインの特徴を活かしたスマートなポスター
セッションであったように思われた。受賞された11名の講演
発表者に，心よりお喜びを申し上げる。なおポスターセッ
ション②の終盤 10分をむかえたところで，ブレークアウト
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図1　 会場係（音漏れやコロナ感染防止のため十分な距
離を確保）

図2　自作パネルを用いた熊井会長のご挨拶

720109_学会便り／第141回秋期大会報告（中山）.indd   1 2021/12/22   17:55:28



2 軽金属　72（2022．1）

ルームへの出入りに不具合が生じてしまった。直ちに関係者
で意見交換を行い早期の回復に努めたが，結果として終了時
刻までに復旧することができなかった。オンライン環境に慣
れてきたように自負していたが，依然として想定外のトラブ
ルが生じる可能性が避けられないことを改めて痛感する出来
事となった。ポスターセッションに参加いただいていた講演
発表者，聴講者ならびに審査委員の皆さまに深くお詫び申し
上げる。
初開催となる軽金属奨学会「特別奨学生セッション」では，
軽金属奨学会の特別奨学生に採用されている5名の博士課程
学生から，最新の研究成果が発表された。最大で91名の聴講
者に参加いただく中で，細部にわたって本質的で深い議論が
行われた。今回は3名の女性発表者がおりましたが，決して
臆することなく堂々とかつ自信に満ちあふれた研究発表なら
びに質疑応答がとても印象に残った。この分野における更な
る女性活躍が確信できる良い機会となった。発表時間は20分
で一般講演相当であったが，引き続いて20分の十分な時間を
とり充実した意見交換ならびに細部にわたる質疑応答が行わ
れた。時には，議論が白熱し回答に窮する場面も見られ，さ
ながら指導教員による研究室ゼミのように感じられることも
あったが，全国各地におられる著名な先生方や研究者から直
接ご指導をいただける大変良い機会であったと思われる。く
わえて発表者相互の質疑応答が活発であったことにも大変感
心した。一般の講演発表と異なるこの特徴的な機会が今後も
継続されることを願うとともに，発表いただいた特別奨学生
の皆さんには，是非，今後の成長に繋げていただきたいと思
う。
オンライン懇親会には最大で85名の方に参加いただいた。

手前味噌となるが，事前にワインを取り寄せグラスを片手に
オンライン参加いただく「ワインを嗜む」企画（図3）では，
60名のご参加をいただく中で，奥田教授（山梨大学ワイン科
学研究センター長）からワインに関わる興味深いご講演が
あった。講演後にはたくさんのご質問をいただき，活発な質
疑応答ができたことを大変ありがたく思う。懇親会の終盤で
は，次回第142回春期大会を担当される荒木実行委員長（大

阪大学）から，懇親会は行わないものの大阪大学吹田キャン
パスをメイン会場とした対面形式での開催を計画しているこ
となど第142回大会の概要が説明された。
コロナ禍が過ぎ去り従来通りの対面形式での講演発表なら
びに懇親会が開催されることを楽しみにしつつ，第141回秋
期大会の概要報告を終わらせていただく。

図3　ワインを嗜む（オンライン懇親会）
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